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　　　　　市　の　人　口

　　　（昭和57年12月1日現在）

世帯数　　49,830世帯（前月比61世帯増）

人　口　　157,887人（前月比266人増）

　　男　　78.829人

　　女　79,058人
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　１　月

c〉市道宇治白川線改良工事で鳳凰の松移植。

E〉六地蔵・木幡、笠取地域整備計画案まとまる。

c〉ブラジルのポンペイア市から友好願い子どもの絵届く。

　２　月

【〉青少年の悩みを聞く　゛宇治こころの電話″開設。

c〉｢福祉のまちづくりのための環境整備要綱｣を施行。

[〉発行30周年を記念して､｢市政だよ'り縮刷版｣を発刊。

r〉隼上り遺跡でかわら窯跡(飛鳥時代)見つかる。

　３　月

[〉府立山城総合運動公園(太陽が丘)が一部開園。

c〉市民課などで, fl:休み窓口を開設。
　４　月

r〉京都府知事に林田氏再選。

[〉横島中学校が開校(市内8校目)。

【〉近鉄以西に待望の消防署、西小倉分署が完成。

c〉障害者福祉都市の指定を受ける。

　５　月

E〉観光センターが宇治塔川に開館。

【〉ねたきり老人と重度障害者に入浴サービスを始める。

c〉垣内俊治さん(宇治妙楽･ 68歳)が全国野生鳥獣保駿

　功労者として環境庁長官賞を受賞。

　６　月

c〉電話ファクシミリ、福祉事務所とろうあ者家庭を結ぶ。

c〉隼上り遺跡のかわら窯跡付近で工房跡を発見。

c〉木幡熊小路でプロパンガス爆発、6人が負傷。

　７　月

じ〉市民文化センター基本設計案決定, 59年10月完成予定。

じ〉国鉄奈良線電化工事の起工式。

c〉消防本部に緊急情報現示システム導入。

　８　月

1〉第二南宇治中学校建設用地が広野町尖山に決まる。

E〉市庁舎第一期工事(議事堂など)着工。

仁〉宇治高校二度目の甲子園出場。

　９　月

E〉市斎場の基本設計案決定、59年３月完成予定。

c〉京滋バイパス環境保全協定に調印、62年完成予定。

c〉近鉄大久保駅高架計画の基本案できる、62年完成予定。

　10　月

c〉槙島町、気道・明星町地域整備計画案まとまる。

c〉63年京都国体の競技会場決まる(宇治市では水泳・サ

　ッカー・ソフトボールが開催)。

i〉第１回市民スポ-ツまつり開催。

　11　月

c〉第I回中学生の主張大会。 16人が主張を発表。

0城南衛生管理組合設立20周年。沢第二清掃工場始動。

l〉全国茶品評会｢てん茶の部｣で寺川俊夫さん(宇治壱

　番・5歳)が農林大臣賞を受賞。

　12　月

c〉市水道新庁舎完成。７日から新庁舎で業務開始。

町
づ
く
り
の
基
礎
築
く

▲３月に山城総合運動公m(太陽が丘)

　が一部開園

▲第１回市民スポーツまつり（10月

　10日、太陽が丘で）

▲第１回･■宇治市中学生の

　主張大会」（11月13日、

　南宇治中学校体育館で）

▲２月に隼上り遺跡でかわら窯跡を発見

　南東向きの山の斜面を利用してトンネ

　ル状に仕上げた直径約2 に、長さ12 r;

　の登り窯だった。

▲木幡ガス爆発現場（6月i日）

▲来年１月開館する総合福祉会館

　
一
九
八
一
一
年
も
あ
と
十
日
Ａ
ｉ
Ｃ

ず
か
。
宇
治
市
の
こ
の
一
年
、
い
ろ

い
ろ
な
で
き
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
二
月
に
は
、
菟
道
竿
上
り
の
丘

陵
地
で
、
飛
烏
時
代
の
瓦
（
か
わ

ら
）
夕
焼
い
た
登
り
Ｓ
三
基
を
発

見
。
出
土
し
た
高
句
麗
系
の
軒
丸

瓦
な
戸
示
ら
極
め
て
重
要
な
遺
跡

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、

毘
て
六
月
に
は
技
術
者
が
表

し
た
り
、
瓦
を
作
っ
た
工
房
跡
が

確
認
さ
れ
、
全
国
的
に
注
目
さ
れ

る
と
と
も
に
市
民
の
文
化
財
へ
の

関
心
も
高
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
六
月
一
日
早
朝
、
通
行

人
息
ハ
大
に
負
傷
を
与
え
た
、
木

幡
熊
小
路
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
爆
発

が
コ
ッ
ク
の
締
め
間
違
い
で
お
こ

り
、
ガ
ス
取
り
扱
い
へ
注
意
夕
啄
一

起
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
行
政
は
、
厳
し
い
財
政

で
し
た
が
、
幸
い
に
も
前
年
度
決

算
の
好
事
情
に
支
え
ら
れ
、
教
育

・
福
祉
・
土
木
な
と
を
は
じ
め
と

す
る
都
市
哲
薙
備
の
重
点
事
業

を
旧
と
人
と
了
知
と
お
り
進
･
Ｓ
Ｋ
Ｊ

こ
と
が
で
き
、
町
づ
く
り
の
基
礎

を
築
く
こ
と
が
１
笙
し
た
。

　
な
か
で
も
、
国
鉄
宇
治
駅
前
広

場
の
整
備
に
着
工
し
た
こ
と
、
市

民
文
化
セ
ン
タ
ー
と
斎
場
の
基
本

設
計
案
が
決
定
し
た
こ
と
な
戸
ほ

大
き
な
前
進
で
あ
っ
た
と
い
え
ま

す
。
新
年
早
々
に
は
待
望
の
総
合

福
祉
会
館
も
開
館
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ホ
チ
。

▲名産展示など観光情報を提供する観光センターが開館（5月）

'82宇治この一年

12ヵ月の歩み
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17(月) 乳児相談（木幡公民館9時半～11時）

18幻●心配ごと相談（市役所分庁舎13時―15時）

19團 精神薄弱者相談（市民会館l3時―16時）

20困
●高齢者無料職彙相談’（市役所分庁舎10時~15時）
●法律相鮫ぐ市民会館13時半-15時半）
　行i攻相談（市役所市民相談室O時～16時）　幼児相鮫（保健医療センター13時半～14時半）

2吻 血圧相鮫（広野公民分館9時半～11時）

22出●結婚相談(川束集会所13時―15時）

23⑧
24(月)

25㈹●心配ごと相鮫（市役所分庁舎13時～15時）

2困 消費生活相談（市役所商工観光課10時～15時）

27困●法律相談（市民会館13時半～15時半）　移動市民相鮫（伊勢田西集会所13時半～16時）

28fi 青少年相談（市民会館l3時～16時）

29(±)●結婚相談（川東集会所13時―15時）

30⑨

z囲

2/回

相
談
カ
レ
ン
ダ

ー

□
こ
の
ほ
か
、
市
政
相
談
・
一
般
生
活
相
談
は
市
役

　
所
市
民
相
談
室
で
、
消
費
苦
情
相
談
は
商
工
観
光

　
課
で
、
教
育
相
談
は
教
育
委
員
会
で
、
日
曜
日
を

　
除
く
毎
日
受
付
家
庭
児
童
相
談
は
月
Ｉ
金
曜
日

　
の
1
0
時
1
1
6
時
に
家
庭
児
童
相
談
室
で
、
ま
た
、

　
高
齢
者
職
業
相
談
は
毎
週
火
・
木
曜
日
の
1
0
時
I

　
1
6
時
宇
治
僑
通
り
分
庁
舎
内
で
職
業
紹
介
（
無
料
）

　
を
行
い
奥
す
。

1R 一　一

社会福祉協議会の相談(●印)

　１人で悩まず、お気軽にご相談を，

　(市役所分庁舎は宇治橋通りにあ

　ります)

一

一

-

２⑥
3(月)

4図
5俐 　

6困
●法律相談（市民会館13時

　半～IS時半）　人権相談（市民会館10時
　― 1511*)

　　交通事故巡回相談所
と　き　１月12日(水)･26日(水)
　　　　午前９時～午後４時
ところ宇治市宇治s森
　　　　京都府宇治地方振興局
内容　●交通事故の法律問題
　　　　●示談のしかた●賠償
　　　　額の算定●訴訟、調停
　　　　のしかiE●自賠責保険
　　　　等の利用、請求のしか
　　　　た他。
お問い合わせ宇治地方振興局
　　　　　　　豊@2

970

7{i 血圧相談（小倉公民館9時半-11時）

8(1)
●結婚相談（川束集会所13
　時～15時）

９⑨
m月) 乳児相談（保健医療セン

ター９時半~11時）

＼火
●'C-配ごと相談（市役所分
　庁舎13時― 15時）

●年金相談（市役所分庁舎
　･八口七　1りatゝｉＷｒ』４－ｒｊ／

12困 移動消費生活相談（半自集会所10時～15時）

13困●法律相談（市民会館13時半― 15時半）

14吻 血圧相談（木幡公民館９時半～11時）

15R
16⑨

保育所

　
現
在
、
昭
和
五
十
八
年
度
の
保

育
所
入
所
申
請
用
紙
を
各
保
育
所

　
（
園
）
と
福
祉
事
務
所
保
育
課
で

お
渡
し
し
で
い
ま
ず
。
受
付
は
采

年
一
月
十
日
か
ら
行
い
未
了
。

8
3
1
月
分

12月29日から１月３日まで休み

　
今
年
も
あ
久
￥
か
に
な
り
ま

し
た
。
印
鑑
証
明
や
住
民
票
の

交
付
、
税
務
な
ど
の
窓
口
は
大
変

混
交
回
未
丁
。
ご
用
の
あ
る
人

は
早
め
に
お
済
ま
甘
ぐ
だ
さ
い
。

年
末
の
市
役
所
業
務
は
十
二
月
二

十
八
日
で
終
了
。
た
だ
し
、
出
生

１
月
1
0
日
か
ら
開
始

▽
申
込
み
で
き
る
人
△

　
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
現
在

で
、
生
後
六
ヵ
月
以
上
六
歳
未
満

の
乳
幼
児
で
、
母
親
が
家
庭
ま
た

は
外
で
仕
事
を
し
で
い
る
な
ど
で

楽しいクリスマス（昨年、西小倉保育所で）

届
や
、
婚
姻
届
、
死
亡
届
な
ど
は
、

休
み
中
も
受
け
付
け
で
い
ま
す
。

ま
た
、
会
計
課
の
支
払
い
も
二
十

八
日
ま
で
で
ｙ
。

　
〈
市
役
所
連
絡
所
〉
－

　
市
内
八
ヵ
所
の
商
店
の
ご
協
力

で
開
設
し
で
い
ま
す
市
役
所
連
絡

所
は
、
十
二
月
二
十
几
Ｅ
か
ら
一

月
五
日
ま
で
休
み
、
六
日
か
ら
取

り
扱
い
未
了
。
’

　
年
内
に
住
愚
Ξ
ど
が
必
要
な

人
は
、
連
絡
所
へ
は
十
二
月
二
十

七
日
の
午
前
中
ま
で
に
、
市
民
課

へ
は
十
二
月
二
十
八
日
の
午
前
十

一
時
半
ま
で
に
申
請
し
で
ぐ
だ
さ

い
。

　
〈
休
日
急
病
診
療
所
〉

　
宇
治
市
休
日
急
病
診
療
所
は
、

年
末
年
始
も
開
章
津
す
。
診
療
を

受
け
ら
れ
る
人
は
必
ず
「
健
康
保

険
ぎ
を
ご
持
参
下
さ
い
。

　
▼
診
療
科
目
と
診
療
日
・
：
内
科

・
小
児
科
＝
1
2
月
3
1
日
廊
～
１
月

保
育
で
き
な
い
場
合
に
限
り
ま
ず
。

　
ま
た
、
北
木
幡
保
育
所
、
明
星

保
育
園
、
あ
さ
ひ
保
育
園
、
善
法

保
育
所
、
宇
治
保
育
所
、
横
島
保

育
所
、
北
小
倉
保
育
所
、
小
倉
双

葉
園
保
育
所
、
大
久
保
保
育
所
、

く
り
く
ま
保
育
園
の
十
ヵ
所
（
園
）

で
は
、
五
十
八
年
一
月
三
十
一
日

現
在
に
出
生
届
が
出
さ
れ
で
い
る
、

生
堡
ハ
週
間
以
上
の
乳
幼
児
も
申

込
み
が
で
孝
乖
ｙ
。

▽
必
要
書
類
△

　
必
要
書
類
は
、
母
親
の
在
職
証

明
書
な
ど
保
育
で
き
な
い
証
明
書

と
、
五
十
七
年
分
の
源
泉
徴
収
票

な
ど
の
税
証
明
書
で
す
。

▽
入
所
受
付
日
と
場
所
△

　
表
を
参
照
し
了
ｙ
だ
さ
い
。
な

お
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で
指
定

日
に
申
込
み
で
き
な
い
人
は
、
一

３
日
向
、
害
ヤ
1
2
月
2
9
日
團
～

１
月
３
日
㈲
▼
受
付
時
間
・
：
午
前

９
時
5
0
分
～
正
午
、
午
後
１
時
～

午
後
４
時
半
▼
診
療
時
間
…
午
前

入所受付日と場所

日　　時 受付場所 対象保育所(園)

１月10日01)
木幡保育所 北木幡保育所、のぼり保育園､木幡ｲ呆育所

宇治保育所 宇治保育所,広野保育所

１月ｎ日(刈
横島保育所 横島保育所､北小倉保育所､いずみ保育m

明星保育園 明星保育園、なかよし保育園

1 >i12日(刈

小倉双葉園保育所 小倉双葉園保育所.ひいらぎ保育聞

三室戸保育園 三室戸保tr園、あさひ保育園

１月13日(ね

大久保保育所 くりくま保育園､同胞保育園､大久保保育所

西小{f保育所 南浦保育園､伊勢田保育園､西小合保介FJf

善法保斤所 書法保育所

1 月20日no
1 月21日(斜

福祉事務所保育課 全伏育所(園)、昼間甲.親

Q'l付時間は、いすれも午ItljlO時～午後4時です。

月
三
十
一
日
側
午
後
五
時
ま
で
受

け
付
け
ま
す
。

▽
引
き
続
き
入
所
希
望
の
人
△

　
五
十
八
年
度
も
引
き
続
い
で
入

所
夕
希
望
す
る
人
は
、
入
所
申
請

書
と
、
保
育
に
欠
け
る
証
明
書
な

ど
を
一
月
七
Ｅ
か
息
月
十
四
日

ま
で
に
現
在
入
所
し
で
い
る
保
育

所
（
園
）
へ
提
出
し
で
ぐ
だ
さ
い
。

1
0
時
～
正
午
、
午
後
１
時
―
i
n
時

▼
所
在
地
・
・
・
宇
治
下
居
1
3
の
２

　
（
市
役
所
の
向
か
い
側
豊
⑩
－
4

6
3
0
）
。

無
火
災
で

　
　
す
ご
そ
う
年
末
年
始

　
年
末
年
始
は
一
般
的
に
注
意
力

が
散
慢
に
な
り
、
警
火
心
が
低
下

す
る
お
そ
れ
が
あ
り
康
ｙ
。

　
市
民
一
人
ひ
と
ぴ
が
防
火
意
識

か
痔
っ
で
、
楽
し
い
年
末
年
始
を

お
す
ご
し
ぐ
だ
さ
い
。

◆
暖
房
器
具
の
使
用
に
対
す
る
チ

　
ェ
ッ
ク
を
①
場
所
は
危
険
で
な

1
2
月
は

固
定
資
産
税
の
納
期

　
十
二
月
は
、
固
定
資
産
税
の
第

三
期
分
の
納
期
月
で
す
。

　
納
期
限
ま
で
に
お
孝
心
金
融

機
関
へ
お
納
め
ぐ
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
税
の
滞
納
を
な
く
し

　
い
か
②
器
具
は
安
全
か
③
取
り

　
扱
い
は
正
し
い
か
④
後
始
末
は
、

　
完
全
か
。

◆
家
の
次
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

　
の
を
置
か
な
い
こ
と
。

◆
子
芦
も
の
火
遊
び
防
止
。

◆
外
出
前
、
寝
る
前
の
火
の
元
の

　
点
検
。

ま
し
ょ
う
。
事
情
が
あ
っ
で
滞
納

市
税
を
一
度
で
納
付
で
き
な
い
人

は
、
必
ず
納
税
課
で
ご
相
談
寛

　
　
　
　
　
　
　
（
納
税
課
）

市
民
図
書
室

ク
リ
ス
マ
ス
の
つ
ど
い

市
民
図
書
室
で
は
、
子
μ
七
た

　
昼
間
里
親
の
申
込

　
保
育
の
対
象
は
、
五
十
八
年
四

月
一
日
現
在
で
、
生
堡
ハ
週
間
以

上
、
三
歳
禾
満
の
乳
幼
児
で
す
。

　
希
望
者
は
一
月
二
十
日
閑
と
二

十
一
日
胞
の
午
前
十
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で
に
保
育
課
へ
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
　
　
　
（
保
育
課
）

ち
に
本
と
図
書
室
に
親
し
ん
で
も

ら
お
シ
と
、
楽
し
い
「
ク
リ
ス
マ

ス
の
つ
ど
い
」
を
開
き
求
丁
。

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
2
4
日
岡
午
後

１
時
半
Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
…
宇

治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
対
象
・
：

幼
児
、
小
学
生
▼
申
込
み
…
1
2
月

2
3
日
閑
ま
で
に
市
民
図
書
室
（
豊

⑤
－
4
0
4
9
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
市
民
図
書
室
）

　
医
療
関
係
従
事
者
は

　
年
末
届
け
出
を

　
医
師
な
芦
医
療
従
事
者
の
資
格

少
石
つ
人
は
、
十
二
月
三
十
一
日

現
在
の
就
業
の
有
無
な
ど
を
届
け

出
る
こ
と
に
な
っ
で
い
未
了
。

　
該
当
す
る
人
は
、
も
れ
な
く
来

年
一
月
十
五
日
ま
で
に
届
け
出
を

済
ま
せ
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
届
け
出
先
ば
、
歯
科
衛
生
士
と

歯
科
技
工
士
は
府
衛
生
部
医
療
課
、

そ
れ
以
外
の
人
は
保
邸
劈
に
ナ
。

　
　
　
　
　
　
（
宇
治
保
健
男

　
夜
間
の
冷
え
込
み
も
一
層
厳
し
ぐ
な

っ
で
き
ま
し
た
。
水
道
管
か
凍
結
さ
せ

る
と
漏
水
の
原
因
と
な
り
、
思
わ
ぬ
被

害
か
授
る
こ
と
が
あ
り
未
丁
。
そ
こ
で

そ
の
予
防
策
と
し
で
、
露
出
し
た
部
分

に
防
寒
材
や
テ
ー
プ
な
芦
矛
珊
い
で
お

く
と
効
果
的
。
凍
結
し
た
ら
ゆ
っ
く
り

と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
で
浴
か
し
で
ぐ
だ

さ
い
。
な
お
、
年
末
年
始
に
水
道
管
が

故
障
し
た
と
き
は
、
左
の
当
番
表
に
も

と
づ
い
で
折
て
の
公
認
業
者
に
直
接
連

絡
し
で
ぐ
だ
さ
い
。
　
　
（
水
道
部
）

公認業者当番表
１

●３

１

●２

１

●１ 12
31
12
30
12
29

ａ

　㈱
22新

１下
Ｏ工
９業

４
６

　　松23林

　｜工
３業

3 簡)

２
５

　　池32田

　｜工
2 業
６所

８
０

　南
21 老E

↓二X.
2 裏
３所

１
０

　西31田

｜工
8 業
２所

５
５

吋

8 工
ジ

東

地

区

　　久23 保

　i 田

５工

５作
６所
１

　　西
41 洋

　｜設7 備

5 Jこ

5 SE
６

　　大23川

　｜設
６備

２

７
５

　　㈱
22閔
１□

8 -T.
3 業

３
８

　　森21田

｜水
3 ifl

4 -Lこ
2 丈
９所

　照22 a

1 名
３工

6 業

6 r}'r
１

中

地

区

　ウ
43チ
１ラ

4 骨

１工

６事
８㈱

　　朝21日

I 44
２設

1 側

８
５

　　㈱
43 森

　｜a:
　1 Si

　４所

　７
　４

　植
22田
し
５ン

２ブ

２㈱
３

　　西22 liti

｜工
5 業

5 ㈱

５
１

　　木
21下

　ｉ商
２店

６

８
９

西

地

区

移
動
図
書

館

（
5
8
年
１
月
分
）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日

程

28
日
吻

27
日
團

26
日
南

25
日
(火)

2t
日
脚

20
日
南

19
日
南

18

日

(火)

13
日
南

12
日
南

It
日
(火)

６
日
南
日

開
遊

田

野

神

白

川

蔭

山

横

鳥

平

盛

西
大

久

保

大
久
保

緑
ヶ
原

南
小
倉

北
小
倉

木

柵

岡

屋

東
南
山

広
岡
谷

御
蔵
山

六
地
蔵

黄

彙

南

山

地

区

14

●●
00

　S

15

●●
20

14

●●
00

　S

16

●●
00

11

●●
00

　S

11

●丿
40

10

●●
00

　S

10

●●
30

15

●●
00

　S

16

●●
00

13

●●
30

　S

14

●●
30

14

●●
40

　S

16

◆●
00

13

●●
30

　S

14

●●
20

10

●●
00

　S

11

●●

(X

14

●●
00

　S

16

●●
00

10"

●●
00

　S
n

●●
30

14

●●
00

　S

16

●●
00

14

●●
50

　1

16

●●
10

13

●●
30

　S

14

●●
20

14

●●
30

　S

15

●●
50

13

●●
30

　S

14

●●
10

14

●●
40

　S

16

●●
20

13

●●
30

　S

14

●●
20

15

●●
10

　S

16

●●
00

14

●●
00

　S

14

●●
50

駐

車

時

間

開
公
民
分
館前

遊

田

一一

一角

公

園

池

な
ら

商

店
向

か

い
側

茶
研
登
り□

そ
－
チ
カ
杜
宅
横

爾落
合
１２
－
通

り
八木
が

レ
ｌ
ン

平
盛
小
学校

西
大
久
保
小
学校

旦
椋
公
会
堂前

緑
ヶ
原
児
童
公
園

南
小
倉
小
学校

北
小
倉
小
学校

木
幡
公
民
館前

岡
屋
小
学
校

梅

垣

タ

ノく

コ

店

前

明
星
保
育
園
上
ル

御
蔵
山
小
学
校

六
地
蔵
公
会
堂
前

万
福
寺
駐
車
場

南
山
口
ｌ
タ
リ１

駐
車

場

所

　
〈
市
民
図
書
室
の
休
室
日
〉
年
末
年
始
の
休
室
は
、
1
2
月
2
8

日
輿
～
5
8
年
１
月
４
日
脚
。
１
月
は
、
毎
週
月
曜
日
と
1
5
日

匍
で
す
。
な
お
、
3
1
日
§
、
２
月
１
日
㈲
も
休
室
で
す
。
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入
所
申
請
の
受
付

水道管にも冬じたくを

市役所の業務



宇治市政だより 1982年（昭和57年）12月21日発行　第615号

｀卜ヽ好 小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域

12/23 (木) 西浦、寺内、南堀池(本通り以北、小倉湯東側通り以東)、南堀池(本通り以南)

12/24 (金) 南堀池(大和.田中)、南堀池(本廼り以北、小作易東側適り以西)

12/25 (土) 堀池、南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部､･中ノ荒、
井尻、中ノ田、名木、浮面．安田町全域

12/27（月） 毛語、中山(近鉄以西)、春日森、－／坪、島前、大町、大川原、中川原(大川原線以西)、石m(大川原線i西)

12/28 (火) 西畑、巾畑、中山(近鉄以東)、大谷．羽拍子町

12/29 (水) 蛇塚、弐番(府適以北),池森、米阪、若林、

1／6 （木） 戸ノ内、矢落(国iki-J.北)、若森(国鉄以北)、里尻(国鉄以北)、小桜、北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地、中央台

１／７（金）西山(国道以西)、神楽田(山中含む)、東目川、西目川
１／８（土）南落合(0～13の通りまで)

1/10(月) 南浦（100～110、84～98. 30～33）、大京団地、山際一部、
南浦（20）

1/11（火） 南浦、西浦一部、神楽田一部(近鉄以西)、山際

1/12 (水) 半白、老ノ木．久保、西山(国道以東)、蓮池、薗場(大川原線以北)
大幡、北内、門口、幡打、郡、石橋(大川原線以東)

　
粗
大
ご
み
、
大
量
の
ご
み
は
、

電
話
で
有
料
収
集
の
申
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
年
内
処
理
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
十
二
月
二

十
五
日
出
ま
で
に
清
掃
課
（
雲
⑩

臨
　
時
　
ご
　
み

　
仙
郷
山
埋
立
処
分
地
は
、
十

二
月
二
十
九
日
困
午
後
四
時
ま

で
業
務
を
行
い
ま
ず
。
混
雑
し
ま

す
の
で
早
の
に
持
ち
込
ん
で
ぐ
だ

さ
い
。
車
に
は
シ
ー
ト
を
必
ず
か

ぶ
ｔ
l
＼
J
V
だ
さ
い
。
采
年
は
一
月

四
日
陶
か
ら
始
め
求
ｙ
。

　
　
年
始
は
１
月
４
Ｈ
か
ら

　
年
末
は
十
二
月
三
十
日
内
ま
で

平
常
長
谷
収
集
。
新
年
は
一
月

四
日
脚
か
ら
平
常
収
集
し
ま
す
。

仙
郷
山
埋
立
処
分
地

燃
え
る
ご
み

　

ご
み
・
し
尿
の
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し尿収集 (特別収集期間12/23～1 /12)
よ、ヽ荷 六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山地域

12/23(木) 福角(国鉄以西)、日皆田、岡本、上村、大八木島、一里塚、戸ノ内(棋島飛地)

12/24(金) 車ｍ全域、平町、丸山

12/25 C土）森本、出口、谷下り．福角(囚鉄以東)、折坂(国鉄以東)、平野、一番割、二番割、三番割一部

12/27 （月） 西浦(国鉄以東),三番割、芝ノ東(府道両側)、南端(国鉄以東)、芝ノ東(府道以東)、広岡谷

12/28(火 南山（Ａ）・（Ｂ）

12/29(水) 中村(さつきヶ丘)、金草原、南山畑、北山畑、北畠一部、大瀬戸(国鉄以東)、
中村(国鉄以東)、東中m鉄以東)

1/6（木）北畠、桧尼、平尾、須留、陣ノ内(a鉄以東)、a園、北御園、正中(国鉄以東)

１／７（金）花揃、赤塚、御蔵山(京阪住宅)、畑山田、北御蔵山(平尾)、中匈蔵山．炭山全域

１／８（土）町並、奈良町、畑BT、河原、徳永,柿ノ木町、一丁目、札ノ辻町、紳屋町、
正中(国鉄以西)、西中一部、東中(国鉄以西)．陣ノ内(国鉄以西)

1/10(月)
内畑、西中、中村(囚鉄以西)、大瀬戸(国鉄以西)、壇ノ東．西m、熊小路、
南端(国鉄以西)、芝ノ東(国鉄以西)、西浦一部

1/11（火）大林、梅林、寺界道、古川、西田、北ノ庄

1/12 (水) 野添、谷前、西浦一部、梅林官有地(自衛隊官舎)

廿、雙 白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

12/27(月) 田原、井ノ尻、旦椋、平盛、南ノロ、北ノ山、山ノ内、上ノ山(近鉄以西)、
大竹(近鉄以西)

12/28(火)
tノ山(近鉄以東)、大竹(近鉄以東)、茶尾裏、久保、西表、
寺山全域(翠光1蜀団地含む)、宮谷、尖山一部　石塚(心草寺通')以西).

12/29(水) 一里山、東裏、桐生谷、開町、大開一部、丸山、中島、石塚(心華寺通り以東)、宮北一部

１／６（木）小根尾、大開-部、宮東.宮西、宮北、尖山･一部、若森(園鉄以南).
矢落(閥鉄以南)、壱番一部(宇治橋通り以北、宇治警察西側通り以西)

・1／7 （金） 野神、大谷、弐番(府道以南)、大谷山(権ll.町)、琵琶、志津川、下居、善法、壱番、
宇文字、塔川.妙楽ぐ宇Him.報電話局前通り以南)

1／8 C±）
妙楽(宇治電報電話局前通り以北)、里尻(国鉄以南)、蓮華．乙方、車内、又振、山田、
紅斎、白川、金井戸、山本、荒棋、田中．大垣内、妙見

1/10（月）森本(囚鉄以東)、段ノ上、藪里、東西隼上り、東中、西中、河原、門前、只川、中筋、
池山、谷下り(國鉄以東)、出口(岡鉄以東)

し尿収集

日程表

城南衛生管理組合

　八　幡　市　八　幡　沢
　TEL 075-631－5171～3

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域

　　　　　　東山、天王、寺内一部、蔭山、吹前、中川原(大川原線以東)、
1/13　2/3　十一(大川原線以東、国道以東)、十六(国道以東)、十八(国道以東)

14　　　寺内、西浦
17　　　南堀池(本通り以北)、南堀池(本通り以南)
18　　　南堀池(大和、田中)、堀池

　　　　　南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻、
19　　　中ノ田、名木、浮面、安田町全域

　　　　　中山(近鉄以東)、大谷、西畑、中畑、春日森、一ノ坪、島前、
20　　　大町、大川原、中川原(大川原線以西)、石橋(大川原線以西)
21　　　中山(近鉄以西)、毛語、若林
22　　　羽拍子町
24　　　蛇塚、弐番(府道以北)、池森　米阪

　　　　　北山Ａ・B ･ C・D団地、中央台、西山(国道以西)、
25　　　神楽田(山中含む)
26　　　戸ノ内　矢落(園鉄以北),若森(国鉄以北).里尻ぐ国鉄以北)、/b桜
27　　　東目川　西目川、南落合(0～3の通りまで)
28　　　南落合(4の通り以降～13の通りまで）
29　　　南浦(100～110、84～98，30～33)、大京団地　山際一部
31　　　南浦、西浦一筋、神楽田一部(i斤Ska西)

　　　　　　山際、半白、薗場(大川原線以北)、大幡、北内、門口、幡貫、
2/1　　　郡、石梧ぐ大川原線以東)
2/2　　　老ノ木、久保、西山(pa道以東)、蓮池

もえないゴ

ミ収集日程

表

　(58年1月分)

市役所清掃課

TEL

2231141番
　　　　　　　木　幡（熊小路）
　　　　　　　五ケ庄（雲雀島、谷前、西田、占川、北ノ庄、西河
　　　　　　　　　　　原、埴ノ東、寺界道、野添、大林、梅林、西12/21 1/10 26　　　　浦、新開、平野、折坂、福角、－・二・三番

　　　　　　　　　　　割、国鉄以西の芝ノ東）
　　　　　　　菟　　道（平町）

　　　　　五ヶ庄（大八木品、上村、岡本、日皆田、一里塚、
　　　　　　　　　戸ノ内、京大宿舎）

22 1/11 27 箭g 馴詣)

　　　　　志津川（全域）　　　　　宇　　治（山本．乙方、東内、又振、山田）

　　　　　　宇　　洽（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、
　　　　　　　　　　塔川、善法、東山、下居、琵琶、野神、弐器
23　1/12 28　　　　　池森、米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）

　　　　　　白　　川（全域）
　　　　　　折居台（全域）

　　　　　　小倉町（奥畑）
　　　　　　南陵町（全域）
　　　　　　羽拍子町（国道筋を除く全域）
24　1/13 31 神　　明（全域）
　　　　　　宇　　治（蛇塚、大谷、野神一部）

　　　　　　琵琶台（全域）　　　　　　広野町（小根尾一部）

　　　　　　開　　町（国道筋を除く全域）
25 1/14 2/1 広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島、丸山）
　　　　　　西大久保府営住宅（1 ~20棟）

　　　　　　広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山．国道筋を除
　　　　　　　　　　く西裏・茶屋裏）
27 1/17 2/2 大久保町（北ノ山、山ノ内、南バコ、大竹、ヒノ山、

　　　　　　　　　　久保）　　　　　　西大久保府営住宅（21～32棟）

　　　　　　安田町（全域）　　　　　　伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中
　　　　　　　　　ノ荒、ウトロ、南山）

28 1/18 2/ﾘ野副昌%成田、国道筋の西裏-茶屋裏、派

　　　　　　　　　出所前から近鉄踏切までの府道筋）　　　　　｀大久保町（113 原、旦椋、平盛、井ノ尻、南ノロ一部）

　　　　　宇　　治（半白）

29 1/19 2/4 劣 & f9i§藁屋箭尹除く近鉄以東の全域｀西山）

　　　　　伊勢田町（北山．大谷、若林．井‘尻、中山．毛語）

58　　　　　　小倉町南m、山際、京銀前から南京信前までの市

　　　２　　　　　　　道筋以南の西浦）1/4　　0　　伊勢田町（遊田、砂田）
　　　　　　　西大久保府営住宅（33~43棟）

　　　　　　　小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南京信前

1/5　21　　　　　　　までの市道筋以北の西浦）
　　　　　　　伊勢田町（南遊田）

　　　　　　　棋･島町（全域）

1/6　22　　小倉町（近鉄以東の新田島）
　　　　　　　宇　　治（戸ノ内、蔭山、国鉄以北の御廟・天神）

　　　　　　　木　　幡（平尾、須留、御蔵山、畑山田、御園、陣ノ

1/7　24　　　　　　　内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山
　　　　　　　　　　　畑、国鉄以東の正中・東中）

　　　　　　六地蔵（全丿幻　　　　　　木　　I （河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦.
1/8　25　　　　　　　中村．南山畑、南山、南端、囚鉄以西の正中

　　　　　　　　　　・東中）　　　　　　五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

す
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し

ょ
う
（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

1/20　　　田is.　井ノth'　日椋　平盛　南ノ［］
　　　　　北ノ山．山ノ内、上ノ山、大竹．茶屋裏.久保、南ノ[]一部、西裏、寺山(国鉄以西)、
21　　　寺山(翠光園団地)

　２　　　寺山ヽ大開‾部ヽ宮谷ヽ尖山‾部ヽ丸山ヽ‾里山(府ma南．市道以東)ヽ中島ヽ
２　　　　石塚C'i｀ヽ華表通り以西)
24　　　東裏、一里山、桐生谷、開町、石塚(心華寺通り以東)、官北一部
25　　　小根尾、大開一部、尖山一部　宮東、宮西　宮北

２　　　　野神ヽ大谷ヽ弐番(府道以南)ヽ大谷山(権見町)．琵琶ヽ若森(閥鉄以南)ヽ矢m国鉄以南)ヽ
　６　　　壱番―知ぐ宇冶墳通り以升　宇冶警察西fflll通り以丙)
27　　　　ﾄﾞ居　恙法、壱番、妙楽　宇文字　服仄自（国鉄以南）塔川
28　　　蓮華　乙方　東内　又振、山田、紅斎、白川　金井戸、山本荒掘、旧中、大垣内妙り志津川

　　　　　森本(国鉄以東)、段ノ上、蔽里、東西隼上り、東中、西中、河原、門前、只川、中筋、
29　　　池山　谷下り(国鉄以吏)出口(国鉄以東)

　年末年始の

　　し尿収集日程について

　年末の収集は12月29日(羽まで

行っています。

　年内に定期収集でくみもれが

ありましたら必ずマンホール側

　(収集口)から確認のうえ12)]

30日(木)の正午までに城南衛生管

理組合(T E L075－631－5171)

へご連絡ください(12月30日午

前中までに連絡のない場合は対

応できません)。

　また、臨時収集(有料)の申

込みは12月25日出午前中までに

ご連絡ください。

　なお、年始は1 ;]6日('Mから

収集をはじめます。

年
末
年
始
の
特
別
収
集
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店頭・宅配とも1,800円程度

11月20日

実　　施

　
市
で
は
、
今
年
度
も
消
費
牛
活

モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
灯
油
価
格
調
査

か
仔
っ
て
い
乖
ｙ
。

　
第
一
回
の
調
査
か
干
一
月
二
十

日
現
在
で
実
施
。
円
安
傾
向
夕
理

由
に
、
五
月
、
八
月
に
続
い
て
十

一
月
に
前
例
の
な
い
年
三
回
目
の

位
上
げ
が
実
施
さ
れ
よ
フ
と
す
る

中
で
小
売
価
格
の
摯
器
見
る
た

め
実
施
し
ま
し
た
。
方
法
は
、

小
売
店
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
灯
油
販

売
八
十
店
を
対
象
に
、
消
費
牛
居

モ
ニ
タ
ー
二
十
三
人
に
よ
る
聞
き

取
り
以
存
い
ま
し
た
。

　
昨
年
同
期
と
比
べ

　
お
よ
そ
百
円
高

　
調
査
結
果
は
、
店
頭
価
格
の
平

均
が
千
七
百
七
十
五
円
で
前
年
同

月
と
比
べ
百
十
円
（
六
・
二
包
、

宅
配
価
格
の
平
均
が
千
八
百
三
十

円
で
百
二
十
四
円
（
六
・
八
％
）

前
年
よ
び
上
昇
し
て
い
ま
す
。
最

多
販
売
価
格
は
、
店
頭
、
宅
配
と

も
千
八
百
円
と
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
は
配
達
料
を
サ
ー
ビ
ス
し
て
い

第１回灯油価格調査の結果（18 £当り）

る
店
や
、
宅
配
か
基
準
と
し
て
店

頭
販
売
を
割
高
に
し
て
い
る
店
な

ど
が
あ
る
た
め
と
考
丞
Ｒ
な
ぞ
。

・
安
値
と
高
値
の
価
格
差
・
：
店
頭

　
旭
日
九
十
円
、
宅
配
で
二
百
円

・
地
域
に
よ
る
差
・
：
店
頭
価
格
は

　
西
宇
治
、
東
宇
治
、
中
宇
治
の

　
順
で
安
い
。
宅
配
価
格
は
、
西

　
宇
治
、
中
宇
治
、
東
宇
治
の
順

　
で
安
い
。

・
販
売
店
の
価
格
差
…
店
頭
価
格

　
の
平
均
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

　
の
方
が
安
く
、
宅
配
価
格
の
平

　
均
は
小
売
店
の
方
が
安
い
。

　
消
費
者
の
意
見
と
し
て
、
「
円

安
と
い
っ
て
も
多
量
に
備
蓄
さ
れ

て
い
る
の
に
値
上
げ
ず
る
の
は
お

か
し
い
」
。
「
灯
油
協
定
価
格
の
よ

う
な
も
の
夕
艮
め
れ
ば
よ
い
」
、

　
「
比
較
的
眼
か
い
の
で
、
灯
油
の

犬 店頭価格宅配価格

市

内

全

体

平均価格 1,775円 1,830円

最高値 1,850円 1,9{〕O円

最安値 1,660円 1,700円

最多販売
価　．格

1,800円 l,800円

平地

　域

均別

東宇治 1,778円 1,841円

中宇治 1,780円 1,825円

西宇治 1,771円 1,824円

売
れ
行
き
は
今
ひ
と
つ
の
よ
う
だ
」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
左
。

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

工
業
統
計
調
査

ご
協
力
く
だ
さ
い

調
査
し
濠
す
。

　
登
載
申
請
で
き
る
の
は
、
昭
和

三
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
の
農
地
夕
耕
作
し
て
い
る
人
ま

た
は
、
耕
作
し
て
い
る
人
と
同
居

の
警
部
配
偶
者
で
、
年
間
お
お

ひ
岳
八
十
日
以
上
耕
作
に
従
事
す

　
工
業
統
計
調
査
は
、
通
商
産
業
　
る
人
で
す
。

省
が
毎
年
行
う
調
査
で
、
事
業
所
　
申
請
用
紙
は
、
二
月
十
日
ま
で

の
う
ち
製
造
業
に
属
す
る
事
慧
琲
　
に
農
業
委
員
会
事
務
局
か
最
寄
り

を
対
象
に
し
た
も
の
で
ｙ
。
　
　
。
の
農
協
各
支
店
へ
提
出
し
ア
ｙ
ｙ
だ

　
全
国
の
製
造
業
の
姿
奮
套
ｙ

も
っ
と
も
重
要
な
統
計
調
査
の
一

つ
で
、
都
市
開
葬
趾
や
各
種
製

品
の
生
産
、
販
売
計
画
を
立
て
る

場
合
な
ど
の
資
料
と
し
て
役
立
つ

て
い
ホ
チ
。

　
近
Ｅ
中
に
調
査
員
が
事
業
所
へ

調
喜
ｙ
の
記
入
を
依
頼
に
伺
い
ま

す
。
お
忙
し
い
最
中
で
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
課
）

　
農
業
委
員

　
選
挙
人
名
簿
を
調
整

　
農
業
委
員
心
一
で
は
、
農
業
委
員

会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
の
調
整
を

毎
年
行
つ
て
い
未
了
。
今
年
度
も

昭
和
五
十
八
年
一
月
一
日
現
在
で

選
挙
人
名
簿
に
登
載
で
き
る
人
を

　
　
忘
れ
ず
納
付
を

　
四
月
か
ら
千
二
月
分
ま
で
の
保

険
料
は
も
ラ
お
納
め
に
な
り
ま
し

た
か
。

　
ま
だ
の
人
は
、
大
至
急
納
め
て

く
だ
さ
い
。
保
険
料
の
未
納
が
あ

る
と
、
不
慮
の
事
故
に
あ
っ
た
場

合
、
障
害
隻
帯
母
子
年
金
が
受

け
β
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
長
期
間
未
納
で
あ
る
と
、

将
来
老
齢
年
金
が
受
け
ら
元
な
ぐ

な
り
ホ
チ
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
国
民
年
金

係
（
容
⑩
1
1
4
1
）
へ
お
問
い

ふ
ｐ
刀
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

言
っ
た
り
し
た
り

　
　
し
て
は
い
け
な
い

　
　
西
小
倉
中
学
校
二
年
　
白
木
　
忍

　
こ
の
w
＞
よ
く
４
体
障
害
者
を

見
か
け
豪
す
。
そ
９
〈
た
ち
は
、

な
ぜ
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
生
ま

れ
て
き
て
い
な
が
ら
、
不
自
由
な

体
に
な
っ
た
の
だ
う
７
か
。

　
私
は
幼
い
時
に
、
健
常
者
が
身

体
障
害
者
を
気
持
ち
悪
そ
う
に
見

た
り
、
指
で
さ
し
て
見
た
μ
し
て

い
る
光
景
を
見
た
こ
と
鷺
筧
え
て

い
未
丁
。
幼
い
時
で
し
た
が
、
も

の
す
ご
い
腹
立
ち
鷺
筧
え
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
き
っ
と
私
の
お
ば
、
フ

ウ
ち
ゃ
ん
と
呼
ん
で
い
る
そ
の
人

が
い
な
け
れ
ば
、
そ
ん
な
に
腹
を

立
て
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

こ
の
ご
ろ
思
う
の
で
す
。
ま
た
、

こ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

人権について

宇治中学校二年生　谷川育美

　
人
権
・
・
・
そ
れ
は
一
言
で
言
え
る

が
、
こ
れ
ほ
戸
意
味
の
深
い
言
葉

は
な
い
。
人
間
が
、
人
間
ら
ｎ
で

生
き
て
い
く
権
利
・
：
そ
れ
が
「
人

権
」
で
あ
る
。
が
、
ほ
と
ん
ど
の

人
々
は
「
人
間
ら
し
い
ま
息
ご

と
り
？
り
の
を
知
ら
な
い
。
芦
沢

が
本
当
な
の
か
は
、
″
に
元
な
に
偉

い
人
で
も
わ
か
り
は
し
な
い
ほ
ど

難
し
い
の
で
あ
る
。

　
わ
か
っ
て
い
る
人
は
い
な
い
が
、

自
分
の
姿
芳
が
人
間
ら
し
い
と

確
信
か
石
つ
て
い
る
人
な
ら
た
ぐ

さ
ん
い
る
。
そ
れ
で
い
い
の
べ

結
局
は
、
そ
の
人
に
と
っ
て
そ
れ

　
電
車
に
乗
っ
て
い
て
、
幼
稚
園

ぐ
ら
い
の
女
の
子
が
、
母
親
に
「
あ

の
人
／
頭
に
た
ん
こ
ぶ
あ
る
。
気

持
ち
悪
う
Ｉ
」
つ
と
言
っ
た
の
で

す
。
そ
。
の
お
じ
い
さ
ん
は
本
当
に

顔
が
く
ず
れ
て
い
て
、
額
に
赤
紫

の
こ
ぷ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時

■
M
>
の
女
の
子
が
許
せ
な
く
て
、

そ
の
場
で
「
だ
書
ラ
・
」
と
言
い

た
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の

上
、
女
の
子
が
ほ
親
に
言
っ
て
い

る
こ
と
が
私
に
も
聞
こ
え
て
い
る

の
で
す
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
私
の
隣

に
い
る
そ
の
お
じ
い
さ
ん
に
も
聞

こ
え
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ
の
母

親
は
、
女
の
子
に
人
さ
し
指
を
あ

て
「
シ
ー
」
つ
と
言
い
、
隣
の
お

中学生の主張

じ
い
さ
ん
か
ら
離
れ
る
態
勢
＊
J
A
J

つ
た
の
で
ｙ
。
瞬
間
に
私
は
こ
の

母
親
の
行
動
は
、
人
間
と
し
て
す

る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
、

そ
し
て
そ
の
女
の
子
が
か
わ
い
そ

う
に
な
り
ま
し
た
。
き
っ
と
そ
の

女
の
子
は
将
来
そ
う
い
う
こ
と
を

平
気
で
す
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
こ
の
ご
ろ
の
人
間
は
常
識
の
な

い
こ
と
か
ず
る
の
だ
と
思
い
人
間

不
信
に
陥
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
私
は
今
で
も
、
あ
の
母
親
の

や
っ
た
行
動
は
、
し
て
は
い
け
な

い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
な
ぜ
に
の
こ
と
夕
強
く
記

憶
し
て
い
る
の
か
と
ゆ
っ
く
り
考

え
て
み
る
と
、
き
っ
と
フ
ウ
ち
ゃ

ん
の
こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い

ま
ず
。
フ
ウ
ち
ゃ
ん
は
父
の
姉
、

す
な
わ
ち
私
の
お
ば
に
あ
た
る
人

で
す
。
フ
ウ
ち
ゃ
ん
は
生
ま
れ
つ

き
の
身
体
障
害
者
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
生
毒
れ
て
す
ぐ
熱
に
お
か
さ

　このコーナーでは、市教育委員

会がu年度に中学生から募集した

　「中学生の主張」をシリーズでお

知らせしました。

が
本
当
で
あ
り
、
真
実
な
の
だ
か

ら
。

　
さ
て
、
私
た
ち
中
学
生
は
、
そ

ん
な
事
は
わ
か
り
は
し
な
い
。
が
、

そ
れ
で
も
わ
か
る
丿
栃
力
す
る

の
が
本
当
で
あ
う
コ
。
で
も
、
今

頃
は
わ
か
ろ
ラ
と
思
い
も
せ
ず
、

た
だ
、
そ
の
日
そ
の
日
で
、
フ
ラ

フ
ラ
し
て
い
る
人
が
多
い
。
‘

　
タ
バ
コ
か
吸
い
、
シ
ン
ナ
ー
を

吸
い
、
パ
ー
マ
命
が
け
、
ガ
ラ
ス

を
割
り
、
先
生
に
暴
力
を
は
た
ら

き
、
そ
し
て
、
「
君
の
た
め
だ
」

と
注
意
す
る
と
、
「
人
の
こ
と
は

ほ
っ
と
け
″
‥
」
と
言
い
返
す
。
そ

れ
ら
は
人
の
こ
と
で
は
な
ぐ
自
分

の
人
権
を
こ
わ
し
た
と
言
っ
て
も

い
い
。

　
タ
バ
コ
や
シ
ン
ナ
ー
は
、
と
て

も
有
害
な
も
の
な
の
だ
。
肺
ガ
ン

に
な
っ
た
り
忠
｀
に
な
っ
て
し
ま

う
の
だ
。
直
接
命
に
か
か
わ
っ
て

し
書
つ
の
だ
丿
た
と
え
死
な
な
く

と
も
、
そ
り
人
の
人
生
全
全
７

狂
わ
せ
る
も
の
な
の
だ
。

　
　
「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る

か
ら
ほ
っ
と
け
」
と
り
又
の
気

持
ち
は
、
わ
か
兌
詐
わ
け
で
も

な
い
。
で
も
、
は
た
し
て
て
の
人

は
本
当
に
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
の
だ
う
７
か
。

　
タ
バ
コ
や
シ
ン
ナ
ー
に
比
べ
て

ガ
ラ
ス
か
罰
る
こ
と
は
直
接
生
死

に
関
係
し
な
い
。
で
も
、
下
に
は

人
が
歩
い
て
い
る
か
も
レ
れ
な
い

し
、
部
屋
の
中
に
は
破
片
が
飛
び

散
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
寒
い
。

　
ガ
ラ
ス
は
、
い
と
も
簡
単
に
割

れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
よ
く
考

え
て
ほ
し
い
。
あ
の
ガ
ラ
ス
一
枚

れ
、
不
自
由
な
身
に
な
っ
た
の
で

す
。
フ
ウ
ち
ゃ
ん
は
料
理
れ
王
手

で
し
た
。
ま
た
お
世
辞
じ
ゃ
な
ぐ
、

美
人
で
し
た
。
鼻
が
高
く
、
鼻
筋

が
す
フ
つ
と
通
っ
て
い
ま
し
た
。

父
が
こ
の
間
、
フ
ウ
ち
ゃ
ん
の
話

を
し
て
ｙ
ｙ
れ
ま
し
た
。
父
が
幼
い

時
、
フ
ウ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

歩
い
て
い
る
と
周
り
に
い
た
人
た

ち
が
二
人
に
向
か
っ
て
、
「
せ
む

し
、
せ
む
し
。
せ
ひ
し
の
子
／
」

と
言
っ
た
そ
う
で
す
。
で
も
父
は

そ
の
時
、
知
ら
ん
ふ
り
を
し
た
そ

う
ぶ
ｙ
。
「
忍
、
人
が
何
と
言
お

う
と
、
そ
の
言
わ
れ
た
相
手
に
は
、

そ
っ
と
、
黙
っ
て
い
て
あ
げ
る
の

も
人
間
と
し
て
の
一
つ
の
思
い
や

り
や
で
エ
」
と
父
が
言
い
ま
し
た
。

そ
の
時
私
は
、
父
を
尊
敬
で
き
る

人
物
だ
と
思
っ
た
の
で
す
。
「
せ

む
し
」
と
言
っ
た
子
芦
も
。
だ
れ

が
好
き
で
『
其
じ
』
に
な
る
も

の
か
。
そ
の
言
葉
は
人
間
と
し
て

に
り
恥
巡
し
た
工
埃
応
人
の
汗

が
あ
る
。
そ
れ
欠
割
兌
詐
よ

う
に
苦
心
し
て
も
っ
て
き
た
運
送

屋
さ
ん
の
心
が
あ
る
。
そ
の
ガ
ラ

ス
を
窓
に
は
め
込
む
用
務
員
さ
ん

の
苦
労
が
あ
る
。
そ
う
い
う
、
緑

の
下
の
人
々
の
こ
と
を
忘
れ
て
し

ま
い
が
ち
な
私
た
ち
だ
が
、
こ
れ

ら
の
人
が
い
な
け
れ
ば
、
宇
治
中

は
と
て
も
つ
ら
い
思
い
を
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　
少
し
話
が
そ
れ
て
１
　
蚤
っ
た
。

さ
て
、
ガ
ラ
ス
を
割
る
と
い
う
こ

と
は
、
自
分
も
Ｋ
-
v
な
る
し
、
そ

し
て
、
そ
の
破
片
が
手
な
ど
に
刺

さ
る
の
だ
。
結
局
、
そ
れ
も
自
分

で
人
権
を
玖
棄
し
て
い
る
の
と
同

じ
で
あ
る
。

　
人
権
無
視
・
・
・
差
別
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
も
っ
と
も

身
近
な
も
の
を
あ
げ
る
と
し
た
ら

弱
い
も
の
い
じ
め
で
あ
る
。

　
何
も
言
わ
な
い
人
に
向
か
っ
て
、

悪
口
を
言
う
の
は
や
は
り
弱
い
も

の
い
じ
ゐ
と
し
ぶ
言
い
よ
シ
が
な

い
。
言
う
方
は
冗
談
の
つ
も
り
で

も
、
や
は
り
、
言
わ
れ
る
方
に
と

っ
て
は
、
と
て
も
つ
ら
い
こ
と
に

の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
言
う
側

の
心
は
、
言
わ
れ
る
側
に
は
わ
か

言
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
で
も
、
三
年
前
の
一
月

二
十
八
日
、
フ
ウ
ち
ゃ
ん
は
天
国

へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
力

一
杯
ま
き
抜
い
た
フ
ウ
ち
ゃ
ん
は

絶
対
に
天
国
へ
行
っ
た
の
で
す
。

　
今
年
は
、
国
際
障
害
者
年
で
す

が
、
そ
の
意
義
を
、
み
な
さ
ん
は

知
っ
て
い
ま
す
か
。
私
は
そ
ん
な

も
の
な
ぐ
て
も
艮
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
そ
の
人
の
気
持
ち
を
少
し

で
も
わ
か
っ
て
あ
げ
る
の
な
ら
。

普
通
見
智
疸
し
て
い
け
ば
ど
つ

な
の
で
し
よ
ラ
か
。
も
し
そ
の
大

た
ち
が
つ
ま
づ
政
そ
う
に
な
っ
た

ら
、
そ
っ
と
黙
っ
で
全
痴
石
し
て

あ
げ
る
気
持
ち
が
大
切
な
の
で
は

な
い
で
し
よ
シ
か
。

　
最
後
に
私
は
、
フ
ウ
ち
ゃ
ん
の

ぷ
っ
に
、
自
分
の
体
に
対
し
て
ひ

ね
く
れ
な
か
っ
た
心
の
き
れ
い
な

人
間
に
な
り
た
い
と
心
か
ら
思
い

ま
す
。

ら
な
い
か
ら
だ
。
言
り
學
と
と

は
で
き
な
い
の
刄
「
あ
っ
ち
へ

行
け
」
と
一
一
お
れ
る
と
、
黙
っ
て

従
う
こ
と
に
茄
で
き
な
い
の
で
あ

る
。

　
と
て
ね
悲
し
い
こ
と
だ
。

　
で
も
、
冗
談
の
つ
も
り
で
も
、

言
シ
万
は
や
は
ひ
相
手
の
人
権
を

考
兄
な
ぐ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
し

て
や
、
仲
が
良
い
わ
け
で
も
な
い

の
に
、
言
い
返
さ
な
い
の
を
知
っ

て
い
て
い
じ
め
る
の
は
、
も
う
冗

談
の
域
を
超
え
て
い
る
。
完
全
な

る
弱
い
も
の
い
に
あ
、
イ
コ
ー
ル

人
権
無
視
で
あ
る
。

　
い
じ
の
ら
れ
る
方
は
、
そ
う
や

っ
て
つ
ら
い
思
い
を
し
て
ま
で
学

校
に
采
た
く
な
い
・
・
・
と
思
っ
た
こ

と
も
あ
る
だ
う
フ
。
で
も
、
け
っ

し
ア
モ
こ
で
へ
こ
た
れ
て
は
い
け

な
い
。
だ
れ
で
も
、
学
校
に
来
べ

勉
強
す
る
権
利
｀
も
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
。
そ
の
人
権
を
捨
て
て
は

い
け
な
い
。
堂
々
と
胸
を
張
っ
て

歩
け
ば
い
い
。

　
も
う
一
度
、
考
え
て
ほ
し
い
。

勉
強
は
だ
れ
の
た
め
に
、
な
ぜ
し

て
い
る
の
か
、
そ
し
て
、
本
当
の

人
間
白
し
い
‘
１
　
方
は
い
っ
た
い

戸
刄
な
こ
と
な
の
か
。
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哨
れ
や
か
に
二
十
歳
の
歌
声
が
響
く
（
昨
年
の
成
人
の

日
の
つ
ど
い
）

新春の催し

　
　
消
防
出
初
式

　
年
の
始
め
に
消
防
団
員
や
消
防

職
員
が
参
集
し
、
団
結
と
士
気
を

高
め
、
防
火
防
塁
錫
の
充
実
と

発
展
に
つ
と
め
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
も
寒
い
中
で

す
が
、
ご
観
覧
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
１
月
７
日
岡
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
府
立
宇

治
公
園
中
ノ
島
▼
参
加
人
員
・
：
消

防
団
員
、
自
衛
消
防
隊
、
少
年
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
、
消
防
職
員
な
ど

約
六
百
人
▼
内
容
・
：
消
防
団
員
の

表
彰
と
一
斉
放
水
な
ど
の
訓
練
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

　
新
春
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
…
１
月
３
日
側
、
午
前

1
0
時
出
発
、
集
合
は
午
前
９
時
半

▼
集
合
場
所
・
・
・
市
役
所
前
▼
コ
ー

ス
・
：
市
９
屏
↓
宇
治
市
公
民
館
前

↓
隠
ｔ
橋
↓
桃
山
御
陵
↓
乃
木
神

社
（
現
地
解
散
）
約
７
Ｊ
。
雨
天

の
場
合
は
中
止
。

　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
　
　
　
　
◇

　
成
人
の
日
の
つ
ど
い

　
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
励
ま
す

た
め
、
成
人
の
日
の
つ
ど
い
を
開

皇
子
。

　
こ
の
「
成
人
の
日
の
つ
ど
い
」

に
参
加
で
き
る
人
は
、
市
内
に
在

住
の
昭
和
三
十
七
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

　
▼
な
７
１
月
1
5
日
『
午
後

１
時
か
ら
ａ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡

中
学
校
体
育
館
▼
内
容
・
：
第
１
部

記
念
式
典
、
第
茸
廣
演
「
二
十

歳
の
心
と
か
ら
だ
」
、
講
師
は
大
手

前
女
子
大
学
教
授
・
Ｔ
ｖ
ド
ク
タ

ー
木
崎
国
嘉
さ
ん
、
二
十
歳
の
運

だ
め
し
（
抽
選
大
合
▼
主
催
・
・
・

宇
治
市
成
人
の
日
の
つ
ど
い
実

行
委
員
必
一
（
委
員
長
・
橋
本
博
文

さ
ん
）
。

　
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
襲
薮
育
課
）

第1回灯油価格調査

国
民
年
金
の
保
険
料
国
民
年
金
の
保
険

料
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